
2. 教育課程の考え方   ( 垂直軸・水平軸 )
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生命倫理 唯一無二

価値ある存在

健康の権利 ヒューマンケア

エンドオブライフ

かけがえのない存在

生まれることの意義

リプロダクティブヘルス/ライツ

暮らしを営む存在 人間の心理

人間のライフサイクル

成長・発達 生活

地域 家族 社会 文化

教育 環境 公衆衛生

社会資源

生活の質 自分の住む地域

異文化 労働者の健康

社会人基礎力

セルフコントロール（ストレスマネジメント、カ

ウンセリング）

セルフマネジメント 指導

専門職としてのキャリア形成

キャリアラダー 自己学習力

リフレクション 実行力

自己認識力、主体性

学び続ける力 自己実現

課題発見力

倫理的意思決定 看護師の役割

職業倫理 看護専門職 看護倫理

看護の専門性 看護の歴史 看護理論

看護法令 意思決定支援 倫理綱領

医療安全

家族支援 成長発達段階と支援 生活支援 看護管理

感染管理 情報管理 健康状態に応じた看護

エンドオブライフケア ホリスティックケア

トラディショナルケア

日常生活援助(環境調整、安全、安楽、生活援助技術)

フィジカルアセスメント ヘルスアセスメント

看護過程 診断治療の補助技術 健康教育

災害時の看護 国際看護 暮らしの中での人間

地域とのつながり 生活環境 生活習慣 生活行動

多様性 チームワーク 対人関係スキル 柔軟性 協調性

対人関係能力（コミュニケーション力、協同力、交渉力、

リーダーシップ メンバーシップ） 看護マネジメント

プレゼンテーション

看護実践の探究 看護研究

健康 健康問題 医療 保健

家族と健康 健康観

病因と病変の特徴

人体の構造と機能

状況判断能力 問題解決思考

論理的思考 表現 感性

自己研鑽

観察 アセスメント

エビデンス 状況判断

看護技術

水平軸



2. 教育課程の考え方　(カリキュラムマップ)

DP１ DP２ DP3 DP４ DP５

人としての成長を目指せる
人間性の豊かさを身につ
けている

生命の尊厳をもって対象に
関わることができる力を身
につけている

対象を生活者としてとらえ
健康状態に応じた看護が
実践できる力を身につけて
いる

チームの一員として、多職
種と連携・協働できる力を
身につけている

看護を探究しつづける力を
身につけている

1 １前 1 30 〇 〇

2 １前 1 30 〇

3 ２前 1 16 〇

4 ２後 1 30 〇 〇

5 １前 1 30 〇 〇

6 １前 1 30 〇 〇

7 １後 1 30 〇

8 １前 1 30 〇 〇

9 １後 1 30 〇 〇 〇

10 １後 1 30 〇 〇

11 １前 1 20 〇 〇

12 ２前 1 30 〇

13 ２後 1 30 〇

14 １全 1 20 〇 〇

15 ２全 1 30 〇 〇

16 解剖生理学Ⅰ　　生命　神経系 １前 1 30 〇 〇

17 解剖生理学Ⅱ　　呼吸器系　循環器系 １前 1 30 〇 〇

18 解剖生理学Ⅲ　　運動器系　感覚器系　血液 １前 1 30 〇 〇

19 解剖生理学Ⅳ　　消化器系　内分泌系 １前 1 30 〇 〇

20 解剖生理学Ⅴ　　腎・泌尿器系　生殖器系　体液 １後 1 30 〇 〇

21 1前 1 30 〇

22 １後 1 30 〇

23 １全 1 30 〇

24 １後 1 30 〇 〇

25 １後 1 30 〇

26 疾病論Ⅰ　脳神経障害　運動器障害　自己免疫障害 １後 1 30 〇 〇

27 疾病論Ⅱ　呼吸器障害　循環器障害　血液・造血器障害 １後 1 30 〇 〇

28 疾病論Ⅲ　消化器障害　感覚器障害　歯・口腔障害 ２前 1 30 〇 〇

29 疾病論Ⅳ　内分泌代謝障害　腎・泌尿器 体液障害　生殖器障害 ２前 1 30 〇 〇

30 治療論　　　リハビリテーション　放射線治療　透析療法　ME機器 ２前 1 30 〇

31 １後 1 30 〇

32 ３前 1 16 〇 〇

33 ３全 1 30 〇 〇

34 ４全 1 16 〇 〇

35 ２後 1 30 〇 〇

36 ３前 1 30 〇 〇

37 ４全 1 30 〇 〇

38 ３前 1 30 〇 〇

39 １全 1 30 〇 〇 〇 〇 〇

40 ３全 1 16 〇 〇 〇

41 １全 1 30 〇 〇 〇 〇

42 １全 1 30 〇 〇

43 ２全 1 30 〇

44 ２前 1 30 〇

45 １前 1 30 〇

46 １後 1 30 〇

47 １後 1 30 〇

48 ２前 1 20 〇 〇

49 ２全 1 30 〇 〇

50 １全 1 30 〇 〇 〇 〇

51 ２全 1 30 〇 〇

52 ３前 1 30 〇 〇

53 ３全 1 30 〇 〇 〇 〇

54 ２全 1 30 〇 〇

55 ３全 1 30 〇 〇

56 １後 1 30 〇 〇

57 ２前 1 30 〇 〇

58 ２後 1 30 〇 〇

59 ３全 1 30 〇 〇

60 ３全 1 30 〇 〇

61 ４全 1 30 〇 〇

62 ２全 1 30 〇 〇 〇

63 ２後 1 30 〇 〇 〇

64 ２後 1 30 〇 〇

65 ３前 1 30 〇 〇

66 ２前 1 30 〇 〇 〇

67 ２後 1 30 〇 〇 〇

68 ３前 1 30 〇 〇 〇

69 ２前 1 20 〇 〇 〇

70 ２全 1 30 〇

71 ２後 1 20 〇

72 ３前 1 20 〇 〇 〇

73 ２前 1 30 〇 〇 〇 〇

74 ２後 1 30 〇

75 ３前 1 20 〇 〇

76 ４全 1 20 〇 〇 〇 〇

77 １後 1 30 〇 〇

78 ２前 1 30 〇 〇

79 ２後 1 30 〇 〇 〇

80 ３前 1 20 〇 〇 〇 〇

81 ３全 2 40 〇 〇 〇 〇

82 ４全 1 30 〇 〇 〇 〇 〇

83 ４全 1 20 〇 〇

84 ３全 1 16 〇 〇 〇

85 ４全 1 30 〇 〇

86 ４全 1 20 〇 〇 〇

87 ２後 1 20 〇 〇

88 ４全 1 30 〇 〇

89 ３全 1 20 〇 〇

90 ３全 2 40 〇 〇

91 ４全 2 60 〇 〇

92 ３全 2 30 〇 〇 〇

93 ４全 2 30 〇 〇 〇

94 ４全 2 30 〇 〇

95 基礎看護学 基礎看護学実習 １全 1 40 〇 〇 〇

96 地域・在宅看護論実習Ⅰ ３前 2 80 〇 〇 〇 〇 〇

97 地域・在宅看護論実習Ⅱ ３後～４前 2 80 〇 〇 〇 〇 〇

98 看護過程実習 ２前 3 120 〇 〇 〇 〇 〇

99 健康状態別実習Ⅰ ３後～４前 3 120 〇 〇 〇 〇 〇

100 健康状態別実習Ⅱ ３後～４前 2 80 〇 〇 〇 〇 〇

101 手術室実習　 ３後～４前 1 40 〇 〇 〇 〇 〇

102 ICU実習　 ３後～４前 1 40 〇 〇 〇 〇 〇

103 小児看護学実習Ⅰ ２前 1 40 〇 〇 〇

104 小児看護学実習Ⅱ ３後～４前 1 40 〇 〇 〇 〇 〇

105 母性看護学 母性看護学実習 ３後～４前 2 80 〇 〇 〇

106 精神看護学 精神看護学実習 ３後～４前 2 80 〇 〇 〇 〇 〇

107 看護の統合と実践 統合実習 ４全 3 135 〇 〇 〇 〇 〇

看護の探求

看護研究Ⅰ

家族看護学

災害看護と国際協力

感染症と看護

特定分野看護セミナー

臨地実習

小児看護学

看護研究Ⅱ

看護実践強化セミナーⅠ

看護実践強化セミナーⅡ

看護の統合と実践

看護の統合と実践Ⅰ

地域・在宅看護論

領域横断

看護の統合と実践Ⅱ

看護管理

精神看護学

精神看護学概論

精神看護学方法論Ⅰ

精神看護学方法論Ⅱ

精神看護学方法論Ⅲ

看護リフレクションⅠ

看護リフレクションⅡ

小児看護学

小児看護学概論

小児看護学方法論Ⅰ

小児看護学方法論Ⅱ

小児看護学方法論Ⅲ

母性看護学

母性看護学概論

母性看護学方法論Ⅰ

母性看護学方法論Ⅱ

母性看護学方法論Ⅲ

多職種連携

エンドオブライフケア

領域横断

健康教育論

成人看護学方法論Ⅰ

成人看護学方法論Ⅱ

成人看護学方法論Ⅲ

老年看護学

老年看護学概論

老年看護学方法論Ⅰ

老年看護学方法論Ⅱ

共通基本技術Ⅰ　　技術論　安全

共通基本技術Ⅱ　　コミュニケーション　バイタルサイン

専
門
分
野

基礎看護学

看護学原論Ⅰ

診断治療に伴う技術Ⅰ　　感染予防　吸引・酸素

診断治療に伴う技術Ⅱ　　診察・検査　与薬

地域・在宅看護論

地域・在宅看護概論Ⅰ

共通基本技術Ⅲ　　フィジカルアセスメント

共通基本技術Ⅳ　　看護過程

生活援助技術Ⅰ　　環境調整　活動・休息

生活援助技術Ⅱ　　食・排泄

生活援助技術Ⅲ　　清潔・衣生活

対象別保健論

健康回復支援総論

手術療法と看護

地域・在宅看護概論Ⅱ

地域・在宅看護活動論Ⅰ

地域・在宅看護活動論Ⅱ

成人看護学

成人看護学概論

問題解決思考活用法

臨床判断の基礎

専
門
基
礎
分
野

人体の構造と機能

公衆衛生学

保健医療福祉論

社会福祉

関係法規

医療と倫理

保健統計

看護学原論Ⅱ

栄養と代謝

疾病の成り立ちと
回復の促進

臨床微生物

病理学

疾病理解の看護学的視点・症候論

臨床検査

薬理学

健康支援と社会保
障制度

臨床心理学

ディプロマポリシー

教 育 内 容

科目
NO 配当時期 単位数 時間数

基
礎
分
野

科学的思考の基盤
人間と生活、社会
の理解

学びのステップ

自然科学Ⅰ（生物・化学）

教育学

文化人類学

人間関係論

語学Ⅰ(英語）

語学Ⅱ（中国語）

芸術と創造

自然科学Ⅱ（物理）

論理学

法学

生活科学

人間と社会

心理学

キャリア開発



２．教育課程の考え方  （カリキュラムマップ）

配当
時期

単位数 時間数
配当
時期

単位数 時間
配当
時期

単位数 時間
配当
時期

単位数 時間

1 学びのステップ １前 1 30 15 キャリア開発 ２全 1 30

8 心理学 １前 1 30

9 教育学 １後 1 30

10 文化人類学 １後 1 30

11 人間関係論 １前 1 20

14 芸術と創造 １全 1 20

専門基礎分野 32 臨床心理学 ３前 1 16

39 看護学原論Ⅰ １全 1 30 62 成人看護学概論 ２全 1 30 60 多職種連携 ３全 1 30 76 母性看護学方法論Ⅲ ４全 1 20

42 共通基本技術Ⅱ コミュニケーション　バイタルサイン １全 1 30 66 老年看護学概論 ２前 1 30 75 母性看護学方法論Ⅱ ３前 1 20 82 看護の統合と実践Ⅱ ４全 1 30

50 地域・在宅看護概論Ⅰ １全 1 30 69 小児看護学概論 ２前 1 20 81 看護の統合と実践Ⅰ ３全 2 40 88 看護リフレクションⅡ ４全 1 30

77 精神看護学概論 １後 1 30 73 母性看護学概論 ２前 1 30

79 精神看護学方法論Ⅱ ２後 1 30

87 看護リフレクションⅠ ２後 1 20

配当
時期

単位数 時間数
配当
時期

単位数 時間
配当
時期

単位数 時間
配当
時期

単位数 時間

5 法学 １前 1 30

10 文化人類学 １後 1 30

専門基礎分野 37 医療と倫理 ４全 1 30

39 看護学原論Ⅰ １全 1 30 48 診断治療に伴う技術Ⅰ　　感染予防　吸引・酸素 ２前 1 20 40 看護学原論Ⅱ ３全 1 16 61 エンドオブライフケア ４全 1 30

41 共通基本技術Ⅰ　　技術論　安全 １全 1 30 49 診断治療に伴う技術Ⅱ　　診察・検査　与薬 ２全 1 30 53 地域・在宅看護活動論Ⅱ ３全 1 30 76 母性看護学方法論Ⅲ ４全 1 20

77 精神看護学概論 １後 1 30 63 成人看護学方法論Ⅰ ２後 1 30 68 老年看護学方法論Ⅱ ３前 1 30 82 看護の統合と実践Ⅱ ４全 1 30

67 老年看護学方法論Ⅰ ２後 1 30 72 小児看護学方法論Ⅲ ３前 1 20 83 看護管理 ４全 1 20

69 小児看護学概論 ２前 1 20 80 精神看護学方法論Ⅲ ３前 1 20 86 感染症と看護 ４全 1 20

73 母性看護学概論 ２前 1 30 81 看護の統合と実践Ⅰ ３全 2 40 91 看護研究Ⅱ ４全 2 60

84 家族看護学 ３全 1 16

89 看護の探求 ３全 1 20

90 看護研究Ⅰ ３全 2 40

配当
時期

単位数 時間数
配当
時期

単位数 時間
配当
時期

単位数 時間
配当
時期

単位数 時間

2 自然科学Ⅰ（生物・化学） １前 1 30 3 自然科学Ⅱ（物理） ２前 1 16

6 生活科学 １前 1 30

7 人間と社会 １後 1 30

8 心理学 １前 1 30

9 教育学 １後 1 30

16 解剖生理学Ⅰ　　生命　神経系 １前 1 30 28 疾病論Ⅲ　消化器障害　感覚器障害　歯・口腔障害 ２前 1 30 32 臨床心理学 ３前 1 16 34 保健医療福祉論 ４全 1 16

17 解剖生理学Ⅱ　　呼吸器系　循環器系 １前 1 30 29 疾病論Ⅳ　内分泌代謝障害　腎・泌尿器 体液障害　生殖器障害 ２前 1 30 33 公衆衛生学 ３全 1 30 37 医療と倫理 ４全 1 30

18 解剖生理学Ⅲ　　運動器系　感覚器系　血液 １前 1 30 30 治療論　　リハビリテーション　放射線治療　透析療法　ME機器 ２前 1 30 36 関係法規 ３前 1 30

19 解剖生理学Ⅳ　　消化器系　内分泌系 １前 1 30 35 社会福祉 ２後 1 30

20 解剖生理学Ⅴ　　腎・泌尿器系　生殖器系　体液 １後 1 30

21 栄養と代謝 １前 1 30

22 臨床微生物 １後 1 30

23 病理学 １全 1 30

24 疾病理解の看護学的視点・症候論 １後 1 30

25 臨床検査 １後 1 30

26 疾病論Ⅰ　脳神経障害　運動器障害　自己免疫障害 １後 1 30

27 疾病論Ⅱ　呼吸器障害　循環器障害　血液・造血器障害 １後 1 30

31 薬理学 １後 1 30

39 看護学原論Ⅰ １全 1 30 43 共通基本技術Ⅲ　　フィジカルアセスメント ２全 1 30 40 看護学原論Ⅱ ３全 1 16 61 エンドオブライフケア ４全 1 30

41 共通基本技術Ⅰ　　技術論　安全 １全 1 30 44 共通基本技術Ⅳ　　看護過程 ２前 1 30 52 地域・在宅看護活動論Ⅰ ３前 1 30 82 看護の統合と実践Ⅱ ４全 1 30

42 共通基本技術Ⅱ コミュニケーション　バイタルサイン １全 1 30 48 診断治療に伴う技術Ⅰ　　感染予防　吸引・酸素 ２前 1 20 53 地域・在宅看護活動論Ⅱ ３全 1 30 85 災害看護と国際協力 ４全 1 30

45 生活援助技術Ⅰ　　環境調整　活動・休息 １前 1 30 49 診断治療に伴う技術Ⅱ　　診察・検査　与薬 ２全 1 30 55 対象別保健論 ３全 1 30 86 感染症と看護 ４全 1 20

46 生活援助技術Ⅱ　　食・排泄 １後 1 30 51 地域・在宅看護概論Ⅱ ２全 1 30 59 臨床判断の基礎 ３全 1 30 93 看護実践強化セミナーⅡ ４全 2 30

47 生活援助技術Ⅲ　　清潔・衣生活 １後 1 30 54 健康教育論 ２全 1 30 65 成人看護学方法論Ⅲ ３前 1 30

50 地域・在宅看護概論Ⅰ １全 1 30 57 手術療法と看護 ２前 1 30 68 老年看護学方法論Ⅱ ３前 1 30

56 健康回復支援総論 １後 1 30 58 問題解決思考活用法 ２後 1 30 72 小児看護学方法論Ⅲ ３前 1 20

62 成人看護学概論 ２全 1 30 75 母性看護学方法論Ⅱ ３前 1 20

63 成人看護学方法論Ⅰ ２後 1 30 80 精神看護学方法論Ⅲ ３前 1 20

64 成人看護学方法論Ⅱ ２後 1 30 81 看護の統合と実践Ⅰ ３全 2 40

66 老年看護学概論 ２前 1 30 92 看護実践強化セミナーⅠ ３全 2 30

67 老年看護学方法論Ⅰ ２後 1 30

69 小児看護学概論 ２前 1 20

70 小児看護学方法論Ⅰ ２全 1 30

71 小児看護学方法論Ⅱ ２後 1 20

73 母性看護学概論 ２前 1 30

74 母性看護学方法論Ⅰ ２後 1 30

78 精神看護学方法論Ⅰ ２前 1 30

79 精神看護学方法論Ⅱ ２後 1 30

95 基礎看護学実習　　 １全 1 40 98 看護過程実習 ２前 3 120 96 地域・在宅看護論実習Ⅰ ３前 2 80

103 小児看護学実習Ⅰ ２前 1 40 97 地域・在宅看護論実習Ⅱ ３後～４前 2 80

99 健康状態別実習Ⅰ ３後～４前 3 120

100 健康状態別実習Ⅱ ３後～４前 2 80

101 手術室実習　 ３後～４前 1 40

102 ICU実習　 ３後～４前 1 40

104 小児看護学実習Ⅱ ３後～４前 1 40

105 母性看護学実習 ３後～４前 2 80

106 精神看護学実習 ３後～４前 2 80

107 統合実習 ４全 3 135

配当
時期

単位数 時間数
配当
時期

単位数 時間
配当
時期

単位数 時間
配当
時期

単位数 時間

5 法学 １前 1 30 4 論理学 ２後 1 30

11 人間関係論 １前 1 20 12 語学Ⅰ(英語） ２前 1 30

13 語学Ⅱ（中国語） ２後 1 30

35 社会福祉 ２後 1 30 36 関係法規 ３前 1 30 34 保健医療福祉論 ４全 1 16

38 保健統計 ３前 1 30

39 看護学原論Ⅰ １全 1 30 51 地域・在宅看護概論Ⅱ ２全 1 30 53 地域・在宅看護活動論Ⅱ ３全 1 30 76 母性看護学方法論Ⅲ ４全 1 20

41 共通基本技術Ⅰ　　技術論　安全 １全 1 30 54 健康教育論 ２全 1 30 55 対象別保健論 ３全 1 30 82 看護の統合と実践Ⅱ ４全 1 30

50 地域・在宅看護概論Ⅰ １全 1 30 57 手術療法と看護 ２前 1 30 60 多職種連携 ３全 1 30 83 看護管理 ４全 1 20

62 成人看護学概論 ２全 1 30 65 成人看護学方法論Ⅲ ３前 1 30 85 災害看護と国際協力 ４全 1 30

63 成人看護学方法論Ⅰ ２後 1 30 68 老年看護学方法論Ⅱ ３前 1 30 86 感染症と看護 ４全 1 20

64 成人看護学方法論Ⅱ ２後 1 30 80 精神看護学方法論Ⅲ ３前 1 20 93 看護実践強化セミナーⅡ ４全 2 30

66 老年看護学概論 ２前 1 30 84 家族看護学 ３全 1 16 94 特定分野看護セミナー ４全 2 30

67 老年看護学方法論Ⅰ ２後 1 30 92 看護実践強化セミナーⅠ ３全 2 30

73 母性看護学概論 ２前 1 30

78 精神看護学方法論Ⅰ ２前 1 30

配当
時期

単位数 時間数
配当
時期

単位数 時間
配当
時期

単位数 時間
配当
時期

単位数 時間

1 学びのステップ １前 1 30 4 論理学 ２後 1 30

6 生活科学 １前 1 30 15 キャリア開発 ２全 1 30

9 教育学 １後 1 30

14 芸術と創造 １全 1 20

16 解剖生理学Ⅰ　　生命　神経系 １前 1 30 28 疾病論Ⅲ　消化器障害　感覚器障害　歯・口腔障害 ２前 1 30 33 公衆衛生学 ３全 1 30

17 解剖生理学Ⅱ　　呼吸器系　循環器系 １前 1 30 29 疾病論Ⅳ　内分泌代謝障害　腎・泌尿器 体液障害　生殖器障害 ２前 1 30 38 保健統計 ３前 1 30

18 解剖生理学Ⅲ　　運動器系　感覚器系　血液 １前 1 30

19 解剖生理学Ⅳ　　消化器系　内分泌系 １前 1 30

20 解剖生理学Ⅴ　　腎・泌尿器系　生殖器系　体液 １後 1 30

24 疾病理解の看護学的視点・症候論 １後 1 30

26 疾病論Ⅰ　脳神経障害　運動器障害　自己免疫障害 １後 1 30

27 疾病論Ⅱ　呼吸器障害　循環器障害　血液・造血器障害 １後 1 30

39 看護学原論Ⅰ １全 1 30 58 問題解決思考活用法 ２後 1 30 40 看護学原論Ⅱ ３全 1 16 76 母性看護学方法論Ⅲ ４全 1 20

41 共通基本技術Ⅰ　　技術論　安全 １全 1 30 79 精神看護学方法論Ⅱ ２後 1 30 52 地域・在宅看護活動論Ⅰ ３前 1 30 82 看護の統合と実践Ⅱ ４全 1 30

50 地域・在宅看護概論Ⅰ １全 1 30 87 看護リフレクションⅠ ２後 1 20 53 地域・在宅看護活動論Ⅱ ３全 1 30 88 看護リフレクションⅡ ４全 1 30

56 健康回復支援総論 １後 1 30 59 臨床判断の基礎 ３全 1 30 91 看護研究Ⅱ ４全 2 60

72 小児看護学方法論Ⅲ ３前 1 20 93 看護実践強化セミナーⅡ ４全 2 30

80 精神看護学方法論Ⅲ ３前 1 20 94 特定分野看護セミナー ４全 2 30

81 看護の統合と実践Ⅰ ３全 2 40

84 家族看護学 ３全 1 16

89 看護の探求 ３全 1 20

90 看護研究Ⅰ ３全 2 40

92 看護実践強化セミナーⅠ ３全 2 30

２．生命の尊厳をもっ
て対象に関わること
ができる力を身につ
けている

看護師とし
ての倫理

知識・技能

思考・判断・表
現

２．看護師としての
責務を自覚し、倫
理的な判断を基に
看護を実践できる

１．人としての成長を
目指せる人間性の豊
かさを身につけてい
る

人としての
成長

つながる力

知識・技能

主体的に学習
に取り組む態度

１．人間尊重と調
和の精神を基調
に、互いに自律し
尊重できる

３．対象を生活者とし
てとらえ健康状態に
応じた看護が実践で
きる力を身につけて
いる

看護実践

知識・技能

思考・判断・表
現

授業科目と
教育内容

１）チーム医療の中で互いの専門性を理解し、連携・
協働を意識した行動ができる

１）多職種と連携・協働しながら、チームの一員であ
ることを自覚し、行動に対する責任を持つことができ
る

２）チームの一員として医療安全に基づいた行動が
できる

２）チームの一員として自ら医療安全に基づいた行
動ができる

科目名

基礎分野

ディプロマポリシー教育目標 観点

専門分野

（臨地実習除く）

科目名 科目名

３年次

理解、自律性、多様性、問題発見・解決力、協力性、持続性

１）互いに自律し、尊重し、支え合いながら人間関係
を構築・発展させようとしている

２）看護師を目指すものとして、心身の健康を自己管理できる

４年次

１）互いに自律し、尊重し、支え合いながら、人間関
係を構築・発展できる

基礎分野

専門分野

（臨地実習除く）

専門分野

臨地実習

１）保健・医療・福祉チームにおける看護の役割を理
解できる

１）対象者を取り巻く保健・医療・福祉チームを理解
し、看護チームの一員であることを自覚した行動が
できる

２）医療安全の基本的な考え方を理解できる

５．看護を探究しつづ
ける力を身につけて
いる

人としての
成長

探究力

主体的に学習
に取り組む態度

基礎分野

授業科目と
教育内容

４．チームの一員とし
て、多職種と連携・協
働できる力を身につ
けている

つながる力

知識・技能

思考・判断・表
現

専門分野

（臨地実習除く）

専門分野

（臨地実習除く）

１）自らの課題を見出し、学び続けることができる

２）自らの成長を目指して、省察することができる

３）看護の質向上のために研究的視野をもつことが
できる

３）看護の質向上のために研究的視野をもった行動
ができる

１）看護師を目指すものとして、継続的な学習ができる

２）看護師を目指すものとして、自身の行動を振り返
ることができる

３）看護実践における自らの課題に取り組むことの重
要性を理解できる

２）看護師を目指すものとして、自身の行動を客観
的に振り返ることができる

３）看護実践における自らの課題に取り組むことが
できる

科目名

３．対象者の暮ら
しを創造的にとら
え、健康状態に応
じた看護を実践で
きる

４．看護の役割を
理解し、多様な
人々と連携・協働
し、チームの一員
として行動できる

５．看護師として学
び続ける力を身に
つけることができ
る

授業科目と
教育内容

基礎分野

１年次

理解、自立性、問題発見、計画性、協力性、持続性

１）他者を尊重しながらコミュニケーション(傾聴・受
容・共感）を図ろうとしている

２））看護師を目指すものとして心身の健康管理を意識した行動できる

２年次

授業科目と
教育内容

科目名 科目名

１）生活者を理解し、対象の暮らしに関心を持つこと
ができる

１）対象者が社会の中で生活している存在であるこ
とが理解できる

授業科目と
教育内容

１）他者を尊重しながらコミュニケーション(傾聴・受
容・共感）を図ることがきる

科目名 科目名

１）看護者の倫理綱領、倫理原則を理解できる
１）看護師としての責務を自覚し、看護者の倫理綱
領を意識した行動できる

専門基礎分野

１）社会の中で生活する一人ひとりをとらえることができる

２）倫理的感受性を高め、道徳的に判断することができる２）医療における倫理的な問題に気づくことができる

科目名 科目名 科目名

１）看護師としての責務を自覚し、対象の意思決定
を支え、倫理的な判断を基に看護を実践できる

１）看護師としての責務を自覚し、倫理的な判断を基
に看護を実践できる

科目名

科目名 科目名 科目名 科目名

２）対象者を身体的、精神的、社会的、霊的側面から
統合的に理解する

３）対象者の日常生活支援を安全・安楽・自立/自律
に留意しながら実施する

専門基礎分野

専門基礎分野

基礎分野

科目名 科目名 科目名

２）問題解決思考を用いて看護を実践できる

３）対象者の状態に合わせて、安全・安楽・自立/自
律に留意しながら看護を実施する

２）科学的思考を用いて健康状態に応じた看護を実践できる

３）臨床推論に基づき、安全かつ適切に看護を実践できる

科目名

２）医療安全の基本的な考え方に沿った行動ができ
る


